
         

僕

等

は

欲

し

が

り

だ 

       
 

  



人

 

物

 
寺

家

繆
(

2
7

)
 

創

建

学

院

新

宿

校

の

生

徒

。

 
株

式

会

社

松

戸

屋

の

嘱

託

社

員

 

真

殿

剛

(
5

5
)

 

創

建

学

院

新

宿

校

の

講

師

 

学

院

生

A

（

2
7

）

創

建

学

院

新

宿

校

の

生

徒

 

学

院

生

B

（

2
4

）

創

建

学

院

新

宿

校

の

生

徒

 

学

院

生

C

（

2
3

）

創

建

学

院

新

宿

校

の

生

徒

 

男

A
 
 

株

式

会

社

松

戸

屋

の

カ

ス

タ

マ

ー

サ

ポ

ー

ト

へ

連

絡

し

た

者

。

声

の

み
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○

創

建

学

院

新

宿

校

 

T

「

1
1

:0
0

」

 

創

建

学

院

新

宿

校

全

景

。

 
総

研

学

院

新

宿

校

の

ア

ル

ミ

看

板

が

太

陽

に

 

光

で

反

射

し

て

い

る

。

 

 

○

同

・

自

主

室

 

6
0

平

米

ほ

ど

の

広

さ

。

部

屋

一

面

に

は

、

 

デ

ス

ク

が

び

っ

し

り

と

並

べ

ら

れ

て

お

り

、

 

多

く

の

学

院

生

が

ヘ

ッ

ド

ホ

ン

を

し

な

が

ら

 

目

の

前

の

P
C

に

目

を

向

け

て

い

る

。
 

寺

家

繆

(
2

7
)

も

多

く

の

学

院

生

と

同

様

、

デ
 

ス

ク

に

向

か

い

合

い

、

ヘ

ッ

ド

ホ

ン

を

し

な
 

が

ら

映

像

授

業

を

受

講

し

て

い

る

。

 

映

像

の

中

で

は

、

真

殿

剛

(
5

5
)

が

構

造

力

学

 

の

授

業

を

し

て

い

る

。

 

真

殿

「

い

い

か

、

モ

ー

ル

の

定

理

を

用

い

る

場

合

、

固

定

端

を

自

由

端

に

変

更

さ

せ

な

き

ゃ

い

け

な

い

。

こ

こ

忘

れ

ち

ゃ

い

け

な

い

ポ

イ

ン

ト

」

 

多

く

の

デ

ス

ク

で

鉛

筆

が

走

る

。
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寺

家

の

眼

に

真

野

の

授

業

が

反

射

す

る

。

 
真

殿

の

声

「

だ

け

れ

ど

も

、

ピ

ン

支

点

と

ロ

ー

ラ

ー

視

点

は

そ

の

ま

ま

変

え

ち

ゃ

い

け

な

い

と

い

う

こ

と

は

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

 

多

く

の

デ

ス

ク

で

電

子

ペ

ン

が

走

る

。

 

寺

家

の

背

中

は

少

し

猫

背

で

あ

る

。

 

真

野

の

声

「

何

度

も

言

う

ぞ

！

当

た

り

前

の

こ

と

を

忘

れ

て

い

る

よ

う

な

奴

ら

は

建

築

士

に

な

る

資

格

は

な

い

。

基

礎

を

し

っ

か

り

打

っ

て

な

い

と

、

建

物

も

倒

壊

す

る

。

そ

し

て

人

が

死

ぬ

。

こ

れ

は

た

だ

の

試

験

じ

ゃ

な

い

」

 

寺

家

の

手

元

に

あ

る

ペ

ン

が

進

む

。

 

寺

家

、

ノ

ー

ト

を

見

つ

め

る

。

 

ノ

ー

ト

の

左

半

分

に

は

、

映

像

授

業

で

解

説

 

さ

れ

て

い

た

モ

ー

ル

の

定

理

の

要

点

や

演

習

 

問

題

が

記

載

さ

れ

て

い

る

。

 

右

半

分

に

は

、
『

基

礎

を

し

っ

か

り

打

っ

て

 

な

い

と

、

建

物

も

倒

壊

す

る

。

そ

し

て

人

が

 

死

ぬ

。
』

や

『

こ

れ

は

た

だ

の

試

験

じ

ゃ

な

 

い

』

と

言

っ

た

文

章

が

殴

り

書

き

で

書

か

れ
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て

い

る

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

T
「

1
2

:0
0

」

 
自

主

室

に

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

り

響

く

。

 

多

く

の

学

院

生

が

席

を

立

ち

、

談

笑

を

し

始

 

め

る

中

、

寺

家

は

壁

掛

け

の

時

計

を

じ

っ

く

 

り

見

る

。

 

多

く

の

学

院

生

が

自

主

室

か

ら

出

て

い

く

 

中

、

寺

家

は

席

か

ら

立

ち

上

が

ら

な

い

。

 

壁

掛

け

の

時

計

が

1
2

:0
5

を

示

す

。

 

寺

家

、

し

ば

ら

く

席

に

座

り

ノ

ー

ト

を

見

つ

 

め

て

い

る

。

そ

の

後

、

深

く

た

め

息

を

吐

き
 

荷

物

を

片

付

け

よ

う

と

す

る

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

コ

ン

ビ

ニ

袋

を

持

っ

た

学

院

生

A

（

2
7

）
、

 

学

院

生

B

（

2
4

）
、

学

院

生

C

（

2
3

）

が

談

 

笑

し

な

が

ら

自

主

室

へ

入

っ

て

く

る

。

 

寺

家

、

学

院

生

A

・

B

・

C

の

間

を

す

り

抜

 

け

な

が

ら

、

足

早

で

自

主

室

か

ら

出

て

行

 

く

。

 



             8                          7  

自

主

室

か

ら

退

出

し

た

寺

家

を

、

不

思

議

そ

 

う

な

顔

を

し

な

が

ら

目

で

追

い

か

け

る

学

院

 

生
A

・

B

・

C

。

 

 

○

野

方

コ

ー

ポ

 

T

「

1
3

:0
0

」

 

野

方

コ

ー

ポ

全

景

。

壁

面

が

淡

い

ピ

ン

ク

色

 

で

塗

ら

れ

て

い

る

野

方

コ

ー

ポ

。

 

寺

家

が

コ

ン

ビ

ニ

お

に

ぎ

り

を

咥

え

な

が

ら

 

野

方

コ

ー

ポ

の

階

段

を

上

が

っ

て

い

く

。

 

 

○

同

・

1
0

2

号

室

 

T

「

1
4

:0
0

」

 

カ

ー

テ

ン

が

閉

ま

り

、

部

屋

の

電

気

も

付

い

 

て

い

な

い

暗

い

部

屋

。

 

シ

ャ

ワ

ー

が

流

れ

る

音

だ

け

が

響

く

。

 

T

「

1
5

:0
0

」

 

暗

闇

の

中

、

寺

家

は

携

帯

を

眺

め

な

が

ら

、

 

部

屋

の

中

を

歩

き

回

る

。

 

T

「

1
6

:0
0

」
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暗

闇

の

中

、

ノ

ー

ト

を

見

返

す

寺

家

。

 

T

「

1
7

:0
0

」

 

暗

闇

の

中

、

ソ

フ

ァ

ベ

ッ

ド

へ

横

た

わ

り

、

 
掛

け

布

団

を

掛

け

る

寺

家

。

 

T

「

1
8

:0
0

」
 

ソ

フ

ァ

ベ

ッ

ド

に

横

た

わ

り

な

が

ら

、

呻

き

 

声

を

上

げ

る

寺

家

。
 

T

「

1
9

:0
0

」

 

ソ

フ

ァ

ベ

ッ

ド

の

上

で

い

び

き

声

を

書

い

て

 

い

る

寺

家

。

 

T

「

2
0

:0
0

」

 

T

「

2
1

:0
0

」

 

T

「

2
2

:0
0

」

 

携

帯

か

ら

ア

ラ

ー

ム

音

が

鳴

り

だ

す

。

 

ソ

フ

ァ

ベ

ッ

ド

の

上

で

目

を

擦

り

な

が

ら

起

 

き

上

が

る

寺

家

。

 

カ

ー

テ

ン

を

開

け

、

外

が

暗

い

事

を

確

認

す

 

る

寺

家

。

た

め

息

を

吐

き

な

が

ら

、

頭

を

ボ

 

リ

ボ

リ

掻

く

。
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○

都

営

新

宿

線

・

新

宿

三

丁

目

駅

・

構

内

 

T

「

2
3

:0
0

」

 

改

札

前

で

カ

ッ

プ

ル

が

酔

い

な

が

ら

キ

ス

を

 
し

て

い

る

様

子

。

 

寺

家

、

カ

ッ

プ

ル

を

気

に

す

る

様

子

な

く

、

 

改

札

に

携

帯

を

当

て

る

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

携

帯

を

眺

め

な

が

ら

電

車

を

待

つ

寺

家

。

小

 

言

を

唱

え

な

が

ら

携

帯

を

見

つ

め

て

い

る

。

 

構

内

電

光

掲

示

板

に

目

線

を

向

け

る

寺

家

。

 

電

光

掲

示

板

に

は

『

2
3

:0
5

着

 
馬

喰

横

山

 

駅

行

き

』

と

書

か

れ

て

い

る

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

電

車

が

駅

構

内

か

ら

出

て

行

く

様

子

。

 

 

○

曙

橋

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

 

T

「

0
0

:0
0

」

 

曙

橋

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

全

景

。

3
0

F

ほ

ど

の

 

高

さ

が

あ

る

ビ

ル

の

窓

に

は

灯

が

ポ

ツ

ポ

ツ

 

灯

っ

て

い

る

。
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○

曙

橋

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

 
2

2
F

 

「

株

式

会

社

松

戸

屋

」

と

書

か

れ

た

オ

フ

ィ

 
ス

標

識

。

 

オ

フ

ィ

ス

内

に

は

6

卓

ほ

ど

の

デ

ス

ク

が

 

並

べ

ら

れ

て

お

り

、

寺

家

を

含

め

た

4

名

 

が

静

か

に

し

て

座

っ

て

い

る

。

 

皆

頭

に

ヘ

ッ

ド

セ

ッ

ト

を

装

着

し

、

P
C

を

 

操

作

し

て

い

る

。

 

一

度

大

き

な

た

め

息

を

吐

く

寺

家

。

す

る

と

 

直

後

、

大

き

な

呼

び

出

し

音

が

オ

フ

ィ

ス

に

 

響

き

渡

る

。

 

応

対

の

ボ

タ

ン

を

押

す

寺

家

。

 

寺

家

「

お

待

た

せ

し

ま

し

た

。

こ

ち

ら

、

カ

ス

タ

ー

サ

ポ

ー

ト

で

ご

ざ

い

ま

す

」

 

男

A

の

声

「

あ

の

、

茅

町

の

駐

車

場

な

ん

で

す

け

ど

、

精

算

機

が

壊

れ

て

い

て

」

 

寺

家

「

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

精

算

機

の

故

障

が

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

で

、

場

所

は

茅

町

3

丁

目

の

駐

車

場

で

お

間

違

い

な

い

で

す

か

ね

？

」
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時

計

を

チ

ラ

ッ

と

見

る

寺

家

。

時

計

の

針

は

 

0
0

:0
2

を

占

め

す

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

T

「

0
1

:0
0

」

 

寺

家

「

は

い

、

は

い

、

か

し

こ

ま

り

ま

し

た

」

 

ペ

ン

回

し

を

し

な

が

ら

電

話

応

対

す

る

寺

 

家

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

T

「

0
2

:0
0

」

 

寺

家

「

お

電

話

、

寺

家

が

承

り

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

は

い

、

失

礼

致

し

ま

す

」
 

電

話

を

切

り

、

ヘ

ッ

ド

セ

ッ

ト

を

外

し

な

が
 

ら

、

伸

び

を

す

る

寺

家

。

 

時

計

を

チ

ラ

ッ

と

見

る

寺

家

。

 

寺

家

は

携

帯

を

取

り

出

し

マ

ッ

プ

上

で

「

飲

 

食

店

 

営

業

中

」

と

検

索

す

る

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

T

「

0
3

:0
0

」

 

あ

く

び

を

し

な

が

ら

目

の

前

の

P
C

を

見

つ

 

め

る

寺

家

。
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×
 
×

 
×

 
×

 

T

「

0
4

:0
0

」

 

寺

家

は

椅

子

か

ら

立

ち

上

が

り

、

 

寺

家

「

休

憩

入

っ

て

き

ま

す

」

 

×
 
×

 
×

 
×

 

T

「

0
5

:0
0

」

 

デ

ス

ク

の

上

で

仮

眠

を

取

っ

て

い

る

寺

家

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

T

「

0
6

:0
0

」

 

寺

家

「

大

変

、

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

」
 

ヘ

ッ

ド

セ

ッ

ト

を

装

着

し

な

が

ら

、

お

辞

儀

を

す

る

寺

家

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

T

「

0
7

:0
0

」

 

寺

家

「

大

変

、

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

」

 

ヘ

ッ

ド

セ

ッ

ト

を

装

着

し

な

が

ら

、

お

辞

儀

を

す

る

寺

家

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

T

「

0
8

:0
0

」

 

寺

家

「

大

変

、

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

」
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ヘ

ッ

ド

セ

ッ

ト

を

装

着

し

な

が

ら

、

お

辞

儀

を

す

る

寺

家

。

 

×
 
×

 
×

 
×

 

T

「

0
9

:0
0

」

 

寺

家

は

椅

子

か

ら

立

ち

上

が

り

、

 

寺

家

「

お

疲

れ

様

で

す

」

 

 

○

創

建

学

院

新

宿

校

 

T

「

1
0

:0
0

」

 

創

建

学

院

新

宿

校

全

景

。

 

貧

乏

ゆ

す

り

を

す

る

寺

家

の

足

元

。
 

ヘ

ッ

ド

ホ

ン

を

し

な

が

ら

映

像

授

業

を

受

講
 

す

る

寺

家

の

視

線

の

先

で

は

、

 

真

殿

「

い

い

か

、

何

事

も

手

考

足

思

だ

。

こ

の

ス

タ

ン

ス

が

未

だ

に

身

に

付

い

て

い

な

い

者

は

早

く

こ

の

予

備

校

か

ら

出

て

行

っ

た

方

が

い

い

」

 

貧

乏

ゆ

す

り

が

止

ま

ら

な

い

寺

家

の

足

元

。

 

（

了

）



 

  

 


